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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  18/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月22日(2012.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハンドヘルドの手術器械であって、
　超音波で作動するブレードと、
　前記ブレードに向かって旋回可能なクランプアームと、
　縦軸に沿って延びる細長いシャフトであって、前記ブレードおよびクランプアームは、
前記細長いシャフトの遠位部分に配置される、細長いシャフトと、
　前記細長いシャフトの近位部分において前記細長いシャフトに接続されたハウジングで
あって、前記ハウジングは、前記細長いシャフトから近位に延びる本体部分、前記本体部
分から下方へと前記縦軸から離れるように延びる第１のハンドル部分、および前記第１の
ハンドル部分の近位に配置された第２のハンドル部分を画定する、ハウジングと、
　前記細長いシャフトに接続された回転アセンブリであって、前記回転アセンブリの回転
により、前記細長いシャフトが前記縦軸の周りで回転する、回転アセンブリと、
　前記細長いシャフトおよび前記回転アセンブリの下に配置された第１の作動スイッチと
、を備えるハンドヘルドの手術器械。
【請求項２】
　請求項１に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第２のハンドル部分は、第１の位置から第２の位置へ旋回して、前記クランプアー
ムを前記ブレードに向かって旋回させる、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項３】
　請求項１に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１のハンドル部分は、固定されている、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項４】
　請求項１に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１の作動スイッチは、第１のレベルの超音波エネルギーを前記ブレードに与える
ために近位の方向に作動可能である、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項５】
　請求項１に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記細長いシャフトおよび前記回転アセンブリの下に配置された第２の作動スイッチを
さらに備える、ハンドヘルドの手術器械。
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【請求項６】
　請求項１に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１の作動スイッチおよび前記第２の作動スイッチは、約１インチ～約０．５イン
チ（約２．５４ｃｍ～約１．２７ｃｍ）の距離だけ離れている、ハンドヘルドの手術器械
。
【請求項７】
　請求項１に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第２の作動スイッチは、第２のレベルの超音波エネルギーを前記ブレードに与える
ために近位の方向に作動可能である、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項８】
　請求項１に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１の作動スイッチは、前記回転アセンブリと前記第１のハンドル部分との間に配
置される、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項９】
　ハンドヘルドの手術器械であって、
　超音波で作動するブレードと、
　前記ブレードに向かって旋回可能なクランプアームと、
　縦軸に沿って延びる細長いシャフトであって、前記ブレードおよびクランプアームは、
前記細長いシャフトの遠位部分に配置される、細長いシャフトと、
　前記細長いシャフトの近位部分において前記細長いシャフトに接続されたハウジングで
あって、前記ハウジングは、前記細長いシャフトから近位に延びる本体部分、前記本体部
分から下方へと前記縦軸から離れるように延びる第１の固定ハンドル部分、および前記第
１のハンドル部分の近位に配置される第２のハンドル部分を画定し、前記第２のハンドル
部分は、第１の位置から第２の位置へ旋回して、前記クランプアームを前記ブレードに向
かって旋回させる、ハウジングと、
　前記細長いシャフトに接続された回転アセンブリであって、前記回転アセンブリの回転
により、前記細長いシャフトが前記縦軸の周りで回転する、回転アセンブリと、
　前記細長いシャフトおよび前記回転アセンブリの下に配置された第１の作動スイッチ、
ならびに前記細長いシャフトおよび前記回転アセンブリの下に配置された第２の作動スイ
ッチと、を備えるハンドヘルドの手術器械。
【請求項１０】
　請求項９に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１の作動スイッチおよび前記第２の作動スイッチは、約１インチ～約０．５イン
チ（約２．５４ｃｍ～約１．２７ｃｍ）の距離だけ離れている、ハンドヘルドの手術器械
。
【請求項１１】
　請求項９に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１の作動スイッチは、第１のレベルの超音波エネルギーを前記ブレードに与える
ために近位の方向に作動可能である、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項１２】
　請求項９に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第２の作動スイッチは、第２のレベルの超音波エネルギーを前記ブレードに与える
ために近位の方向に作動可能である、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項１３】
　請求項９に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１の作動スイッチは、前記回転アセンブリと前記第１のハンドル部分との間に配
置される、ハンドヘルドの手術器械。
【請求項１４】
　請求項９に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　少なくとも１つの電子部品を含む少なくとも１つの電気回路と、トランスデューサを前
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記少なくとも１つの電気回路に電気的に接続するように構成されたトランスデューサコネ
クタと、をさらに備えるハンドヘルドの手術器械。
【請求項１５】
　請求項９に記載のハンドヘルドの手術器械であって、
　前記第１の作動スイッチは、前記少なくとも１つの電気回路に電気的に接続される、ハ
ンドヘルドの手術器械。
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